
　

こ
う
し
た
危
機
感
か
ら
、よ

う
や
く
順
番
が
回
っ
て
き
た
12

月
1
日
の
T
P
P
特
別
委
員
会

で
、「
日
米
2
国
間
交
渉
は
絶
対

に
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
」「
規
制

改
革
推
進
会
議
の
あ
り
方
は
見

直
す
べ
き
こ
と
」を
、総
理
に
狙

い
を
定
め
て
質
疑
し
ま
し
た
。

（
要
旨
参
照
↓
）

　

ま
た
、当
面
の
課
題
と
し
て
、

平
成
30
年
産
以
降
の
米
政
策
の

あ
り
方
も
、早
急
に
詰
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。30
年
産
か
ら

国
に
よ
る
生
産
調
整
を
取
り
や

め
、そ
の
た
め
国
が
生
産
数
量
目

標
の
都
道
府
県
配
分
を
行
わ
な

い
と
し
て
い
る
の
で
、自
治
体
や

Ｊ
Ａ
や
生
産
者
に
よ
る
自
主
的

な
需
給
調
整
を
ど
う
実
効
あ
る

も
の
に
し
て
い
く
か
、過
剰
が
生

じ
た
場
合
の
価
格
変
動
対
策
や

所
得
補
て
ん
対
策
を
ど
う
講
ず

る
か
等
、多
く
の
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
諸
課
題
に
ど
う
取

り
組
ん
で
い
く
か
、私
は
次
の
よ

う
な
方
向
性
を
示
し
、そ
の
実

現
に
頑
張
り
ま
す
。

・ 

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
取
り
組
む

自
主
改
革
を
、
自
民
党
は
尊

重
し
、
全
力
を
あ
げ
て
支
え

る
・
Ｊ
Ａ
は
Ｊ
Ａ
出
資
の
農
業
生

産
法
人
の
運
営
と
、
新
規
就

農
者
の
育
成
確
保
に
全
力
で

取
り
組
む

・
家
族
農
業
・
法
人
経
営
に
お

け
る
家
族
協
定
を
推
進
す
る

・
麦
・
大
豆
・
飼
料
用
米
等
に

よ
る
水
田
フ
ル
活
用
を
進
め
、

米
の
需
要
安
定
、
価
格
・
所

得
の
向
上
を
は
か
る

・
必
要
な
国
・
都
道
府
県
等
の

事
業
や
予
算
を
徹
底
し
て
活

用
す
る

・
地
域
を
元
気
に
す
る
運
動
や

政
策
を
提
言
し
、
地
域
活
性

化
対
策
を
講
ず
る

山田議員　青森及び新潟で発生した
鳥インフルエンザについて、関係農家に
お見舞いを申し上げます。関係者が大
変精力的に防疫体制に努力していただ
いていることに、本当に敬意を表します。
今後の取り組みについて、総理の決意
を伺いたい。
安倍総理　発生地域の家禽業者に対
しては、殺処分の対象となった家禽の評
価額相当分の全額を手当金として交
付、発生農場の周辺農家が鶏や卵など
の出荷を停止せざるを得なくなった場合
等の補填金の交付、そして経営再建を
支援する低利融資などの対応を行うこ
ととしている。
山田議員　過去の多くの日米2国間協
議で、日本はアメリカの要求に屈してき
たことや、一旦協定を結んだ後に、米国
から追加交渉を求められた米韓FTA交
渉の事実からして、2国間交渉は絶対に
駄目だ。
安倍総理　各国と個別に2国間協定を
結ぶと手続きがばらばらになり、企業に
とって大変。TPPは一つのルールで結

ばれ、手続きが簡素化される。こうしたメ
リットを十分に共有していくことが重要。
山田議員　私も過去に関わった日タイ
EPA交渉やWTOドーハ・ラウンド交渉
においては、「世界各国の多様な農業
の共存」という思想が大事にされてい
た。それはこれからの経済連携協定にお
いても重要であると考えるが、総理の決
意を伺いたい。

安倍総理　我が国は、従来から世界各
国の多様な農業の共存を基本理念とし
て取り組んできた。今後とも、この理念
の下に交渉を行い、この理念を多くの
国 と々共有することも大変重要。
山田議員　TPPと並行して行われた日
米協議での交換文書において、「規制
改革について、日本国政府が外国投資
家等から意見及び提言を求め、関係省
庁等からの回答とともに規制改革会議

に付託し、同会議の提言に従って必要
な措置をとる」とされているが、これをどう
受け止めたらいいのか。
岸田外務大臣　ご指摘の文書は、我
が国が既に行っていることあるいは自発
的に行うことを決定していることをまとめ
たもの。規制改革をタイムリーかつ着実
に進めるため、外国人投資家を含め広く
意見を募る観点から規制改革に関する

提案を常時受け入れる、こういった規制
改革会議の従来の役割を確認したもの
にすぎない。
山田議員　規制改革推進会議のメン
バーは、長期にわたり同じ方が就任さ
れ、市場原理、競争促進、成長戦略を
標榜される方 が々中心になっている。総
理の「既得権益の岩盤を打ち破る」「皆
さんの提言を私が責任を持って実現す
る」という発言を背景に農業やＪＡを徹

底して攻撃している。規制改革推進会
議のやり方やメンバーのあり方を見直す
べきだ。
安倍総理　私も規制改革推進会議も
決してＪＡや全農を攻撃をしているので
はなくて、励ましている。決して今までＪＡ
や全農等が果たしてきた役割を評価し
ないということではない。山田委員には
いろいろとご心痛をお掛けをしていると
いうことは重々承知をしておりますが、是
非ご理解をよろしくお願いしたい。
山田議員　農業者やＪＡ関係者は総
理から物すごくいじめられているという思
いでいる。総理の就任当初の農業・ＪＡ
への思いや発言に、全国の農業者も私
も励まされ、感激した。改めて総理の思
いを伺いたい。
安倍総理　この思いに全く変わりはな
く、更にその信念を固くしている。麗しい
文化をしっかりと守りながら、強欲を原動
力とする市場主義は排し、「瑞穂の国に
ふさわしい市場主義」を皆様とともに、山
田さんとともにつくっていきたいと、このよ
うに考えています。

山田議員　担い手がいないから、零細
だから、高齢化していくから、だから企業
に参入させるんだという単純な方向に
向かわない政策の推進を着実に進める
べき。
森山農水大臣　農地は農業の基幹的
な資産。その管理のあり方は間違いなき
運営というものが大事であるというふう
に考えている。そのことをしっかり心して
今後も農政を続けてまいりたい。
山田議員　平成30年産から国による
米の生産調整が廃止されることになっ
ている。今の段階からどんなふうにして
いくのかという方向を出さないといけない
が、大臣の考えをお聞きしたい。
森山農水大臣　30年産以降の姿に
ついて、生産現場の皆さんが不安な気
持ちを抱いておられることは承知をして
いる。全国の需要見通しに加え、各産
地における販売や在庫の状況など、き
め細かな情報提供はしっかりやらせてい
ただきたい。また、麦、大豆、飼料用米等

の戦略作物の生産に対する支援等の
環境整備も進めており、この方向性は
既に明確になっている。
　どうか農家の皆さんに御理解をいた
だきたいことは、需要と供給のバランス
の取れた生産ということが非常に大事
なことであり、我 も々需要拡大には今後
も努力をさせていただく。米の輸出につ
いても団体の皆さんと一緒に取り組み

をさせていただいているが、このことはこ
のことでしっかりやらなければならない。
当面の需要の動き等については的確
に農家の皆さんも捉えていただいて、ご
理解とご協力を是非いただきたい。
山田議員　規制改革会議の場におい
て、指定団体制度の見直しの議論が出
ているやに仄聞している。規制改革会

議の一方的な議論を放置していくわけ
には毛頭まいらない。この点について大
臣のご見解を伺いたい。
森山農水大臣　指定団体が引き続き
その機能を適切に果たせるように、今
後、経費削減や集送乳の効率化などの
更なる合理化に向けた不断の見直しを
行って、我が国の酪農が長期的に発展
をして酪農家が安心して経営を継続で

きるように努めてまいりたい。
山田議員　TPP対策関連としても、輸
出拡大を大きな成長の一つのテーマと
して支えていくということであれば、国とし
ての戦略目標を持った取り組みが必要
だし、その一環としてチェックオフシステ
ムが大きな意義を持つ。この点について
の大臣の決意をお聞きしたい。

森山農水大臣　チェックオフ制度とい
うのは、いい物を作っていることをどう自
らがＰＲするかということの視点が大事。
そのことによって需要拡大や農家の所
得の向上につなげていくことが最も大
事なこと。チェックオフ制度は、今後しっ
かりと検討を進めてまいりたい。
山田議員　経済界、総理・各大臣、各
政党、国民全体で、日本の将来像を共
有することが必要。農業を合理化すれ
ばいいんだ、成長産業化すればいいん
だ、そのために企業が入って活動するん
だと言っていて、本当に家族農業や地
域や、地域の様々な協同や多面的機
能や、そして大事な日本を守れるのか。
森山農水大臣　農政新時代というの
は全ての人たちの知恵をいただいて日
本の農業を発展させていくということが
大事。ここはしっかりと、みんなが日本の
農業の発展のためにお力をいただける
ようなことを考えていくということが大事。

　国家戦略特区における企業の
農地所有の問題が、兵庫県養父
市限定で、期間は5年間の時限
措置とし、自治体の連帯責任を強
化する内容で、あくまでも実験的
な運用として決着しました。
　この問題の背景には、様 な々事
情や経緯があるかとは思います
が、一つの理由として、農業の若
い担い手がいれば会社を参入さ
せなくてもいいのに、それがいない
から、養父市のような山間地の必
ずしも条件の良くない地域で、背
に腹は代えられず会社の参入を
求めざるを得なかったということが
あるのかもしれません。
　今後は、こうした口実を与えない
ように、農業の担い手づくりに向け
て全力をあげなければなりません。
　なお、これらのことを、3月10日に
開かれた農林水産委員会で質
疑をしました。
（要旨参照↓）

　地震の被害を受けられた皆様

に心よりお見舞いを申し上げます
とともに、例年通りの営農や落ち着
いた日常が取り戻せるよう、私も引
き続き頑張ってまいります。
　震災後、ＪＡかみましきのスイカ
の選果場やカントリーエレベー
ター、経済連の園芸集送センター
などに伺いました。各所に震災の
爪痕が残り、地震の大きさが見て
とれました。ＪＡ役職員の不眠不休
の取り組みで修理が完了した箇
所から稼動させ、選果場や集送
センターには、お会いできただけで
も神奈川・栃木・富山・福井・全中・
全農等、全国のＪＡや中央会や連
合会からの応援の皆様が活躍さ
れていました。

（詳細は次頁参照）

　今年は台風や豪雨が連発し、

北海道・東北をはじめとする各地
に大きな被害を与えました。また、
鳥取県を震源とする大きな地震も
発生しました。被災された皆様や
地域への早急かつ万全な対策を
講ずるとともに、お見舞いを申し上
げます。

　9月以降の3か月余は、自民党の
小泉農林部会長による生産資材
価格問題等によるＪＡ攻撃や、規
制改革推進会議による全農攻撃、
生乳の指定団体制度の議論等、
目まぐるしい動きが続きました。
きちんと発言もしましたが、胸に怒り
を押し込んで過ごしてきました。
　生産資材等の問題は、日本と
韓国の価格を単純に比較し、日本
のほうが2～3倍高いと全農が攻
撃されました。
　しかし、ＪＡの関係者が、高いも
のを売りつけて漫然としていること
などは決してありませんし、理由の
ない手数料を取っているわけでも

ありません。現場のＪＡ役職員の皆
様は、組合員の要望に応じて、ま
た、圃場や気象の変化に対応し
たり作物の特色を踏まえたりして、
より効果のある資材の活用に努
力されています。そうした、より良い
品質の作物生産に努力する農業
者やＪＡ関係者の努力を考慮せ
ず、ただ、ただ成長戦略と構造改
革の名のもとに、ＪＡや関連企業は
既得権益の岩盤を固守している
と攻撃されるのは、たまったもので
はありません。
　改革すべきところは改革し、点
検活動と改善運動を今まで以上
に展開しようではありませんか。し
かし、いわれなき批判にはきちんと
説明し、また反論もしなければなり
ません。
　私自身も例外ではありません。
でないと、38年間もＪＡ組織にい
て、その皆様の支援で議員を続
けている私が、説明のできない人
生を送ってきたことになってしまい
ます。誇りをもって仕事をしましょう。
私もそうします。 

私
の
思
い
を
全
力
で
貫
徹
し
、

皆
様
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
頂
け
る
よ
う
精
進
し
ま
す
。事務局長を務める米消費拡大・純米酒推進議員連盟と

ＪＡ全中・全農等でお米フォーラムを開催（３月１０日）
全国のＪＡから被災地熊本に結集したボランティア隊の皆さん（５月６日）

参議院議員
選挙の執行

7
月

熊本地震の発生4
月

連続した台風や
鳥取地震の発生月

熊
本
地
震
後
、復
旧
途
中
の
Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
の

ス
イ
カ
選
果
場
を
訪
問（
５
月
６
日
）

参
議
院
災
害
対
策
特
別
委
員
会
で
北
海
道
の
豪

雨
被
害
を
現
地
で
聞
き
取
り（
１０
月
２４
日
）

農林水産委員会
（3月10日）

質疑
要旨

ＴＰＰ特別委員会
（１２月1日）

質疑
要旨

2016年を
振り返る
企業による
農地所有の議論

3
月

規制改革推進会議
の提言による混乱

11
月

8～11


